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研究成果の概要（和文）：コンピュータに不慣れな教員でも簡便に使用可能で、要する手順の少ないe-learning
システムを開発した。具体的には、LMSとしてまずユーザの認証機能、マルチメディアファイル選択機能を作成
した。続いて自動出欠記録機能を開発した。またウェブ上のアンケート作成機能を開発した。さらにXMLエディ
タの直接編集でなく、テキストファイルのみの操作によるテスト作成機能を開発した。テストの自動採点機能も
開発し、自動採点と教員による採点を混在可能とした。さらにこのシステムには参加者（学生、教員）のコミュ
ニケーション機能も含まれている。

研究成果の概要（英文）：An e-learning system (LMS) has been developed which even instructors 
unfamiliar with digital technology could use conveniently requiring fewer steps than precursors. In 
concrete, the user identification function was produced, and then the function of introducing 
multimedia files followed. After those, the automatic attendance/absence recording function was 
made. The questionnaire function was created for online questionnaire to be conducted on the web. 
The test creation function was built with text-file-only interface rather than direct editing on the
 XML editor. Automatic grading function was also added to the testing function, where one test could
 be partly marked manually leaving the rest for automatic scoring. This system also includes the 
communication function for students and instructors.

研究分野： 英語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
DXの時代において、デジタル技術を学習・教育で活用することを目的に、コンピュータやウェブに苦手意識を持
つ教員でも活用できるよう、LMSをなるべく操作性のよいもの、わかりやすくて高機能なものに進化させていく
必要があるが、そのため、従来のLMSに比べ、テキストベースで操作でき、二の足を踏ませるようなデジタルや
ウェブのバックグラウンドを見せないシステムを開発した。これを無償で使ってもらうことができれば、データ
の完全複製、素材の共有というデジタルの特長を生かし、多くの教育現場で、少ない手数で大きな効果を得るこ
とができるようになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

１． 研究開始当初の背景 

(1) アナログからデジタルへの移行が進んでもなお、教育界（特に大学のような高等教育機関）
では、抜本的な改革が実現しておらず、アナログ的な教育方針が採られてきた。教材でも、本格
的にデジタル化されたものは極めて少なく、教育の質的向上を阻害している面もある。 

 

(2) デジタルの長所は、主として、データの完全な複製が可能、データの共有が可能、の 2 点に
集約されるが、テストに限ってみても、同じような内容を、世界中至る所で作成しており、時間
と労力の浪費をしている。 

 

(3) デジタルデータは共有が可能だから、共有すべきところは共有することにより、教員の個人
負担をかなり減らすことができるはずだが、デジタル化を推進する教員の数が極端に少ない。 

 

(4) そのような状況の中で、コンピュータやウェブに不慣れな教員であっても簡便に使用するこ
とのできる e-learning system が必要である。 

 

２． 研究の目的 

(1) 上記の現状・背景をふまえると、コンピュータに不慣れな教員は、デジタル化普及の障壁と
なっている様々の要因のうち、システム・ソフトウェアの操作性に大きな支障を感じている。従
って、従来のこの種のシステムの操作性を大きく簡便化することが、教育におけるデジタル化推
進の第一歩になる。 

 
(2) 本研究では、数回かかる操作を１回にできるかとのスローガンのもと、システムに盛り込
む各種の機能に様々な工夫を盛り込むこととした。本システムに付与した機能は、ユーザの認
証機能、マルチメディアファイル選択機能、自動出欠記録機能、ウェブ上のアンケート作成機
能、テスト作成機能、テストの自動採点機能・自動分析機能等により、学習に難のある学生に
対して、自動でその旨当該学生にメール通知する事も可能である。また、参加者（学生、教
員）間のオンラインコミュニケーションを実現する機能「YuCom（ユーコム）」も実装された。 
 

３． 研究の方法 

(1) コンピュータに不慣れなユーザに対し、どのような仕組みをどのような簡便さで提供する
かについて検討を重ねた。 
 
(2) その中でも特に重要だと考えられたのは、ウェブ上でテストを作成するための専用エディ
タの実装であるが、原則として、従来のシステムに見られるように、テスト作成者に複雑な操
作を求めるのではなく、単に「選択」するだけでテストの作成・編集が可能となる仕組み「超
簡易版テスト作成機能（システム内部では XML を活用）」の実装方法が考察された。 
 
(3) 教員にとって特に敷居が高いのはウェブ上のテストの作成である。これについては超簡易
版テスト作成機能と銘打って開発することとした。ここでは、従来の同類のシステムと比較して、
要する手順が大幅に減じられていて、誰もが数分のうちにテスト問題の作成が可能となるよう
なものである。採点方式は自動採点だが、教員によるマニュアル採点も併用可能とすることを目
指した。 
 
４．研究成果 
(1) ユーザの認証機能： ウェブ上の制約がある中で、初回ログイン時に、確認番号を個別ユ
ーザに送信する等、二重認証を実現している。 
 
(2) マルチメディアファイル選択機能： 「超簡易版テスト作成機能（システム内部では XML
を活用）」を実現する XMLエディタにおいて、マルチメディアファイルの取り込みに関する操作
性の工夫を行った。 
 
(3) 自動出欠記録機能： 受講者が行うと予想される様々な行動を予見して、教員が直接出欠確
認の時間を取る必要のない形で実装した。 

 

(4) ウェブ上のアンケート作成機能： 授業を前に進めるにために受講者からのフィードバッ

クは大変役に立つものであり、授業においてリアルタイムに受講者への各種アンケートが実施

できる機能を付与した。 

 

(5) テスト作成機能： ドロップダウンリストも含めた様々な選択形式の問題について対応可

能とした。当初、専用エディタ「IPEditor(アイピーエディタ)」の実装を試みたが、XML のノー



ドの概念等、コンピュータに不慣れな教員にとってはハードルが高く、その後、テキストファイ

ルのみでテストを作成する仕組みを導入したが、それでも操作性に問題が残るとの判断が生じ

たため、最終的には、「コピー＆ペースト」で種々の問題を作成できる「超簡易版テスト作成機

能」と呼べるものを実装することとなった。 

 

 
図１： テスト作成画面サンプル 

 

(6) テストの自動採点機能・自動分析機能： 学生がテスト問題にアクセスするたびにリアルタ

イムに動作し、個々のページ、個々の問題にどの程度時間を使っているか等の詳細な計測データ

を算出するのみならず、ドロップダウンリストも含めた様々な選択形式の問題について、その正

誤を判定して自動採点する。なお、複数の正解を準備し、配点を塩梅する機能等にも対応した。

この「自動採点機能」は、教員がテスト問題を作成するだけで、自動的にテスト問題のページに

付与される。なお、自動採点・自動分析機能により、学習に難のある学生に対して、自動で

その旨当該学生にメール通知する事も可能である。 

 

(7) コミュニケーション機能： スレッド型のコミュニケーション機能を設け、LMS の他にシ

ステムの導入を図る必要のないようにした。 

 

 

図２：コミュニケーション機能（YuCom（ユーコム）） 
 



 
図３： 教員としてのユーザ画面のサンプル 
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